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熊谷睦男画伯は、気仙地区で教育・芸術文化振興に長きにわたり多大な貢献をさ
れてきました。

半生を教育振興に捧げ、市教委教育長を最後に公職退任後は、地区の美術団体と
共に芸術文化協会長として勤しみながら、古稀からの再挑戦としてスタンスを変え
て国際展にチャレンジし、特にも、ライフ・モチーフとなった毛越寺延年の舞・老
女との出会いにより、意欲的に創作活動を続けて、所属している欧州美術クラブが
主催・斡旋する国際公募展で多くの賞を受賞し高く評価されています。

中でも、世界最古の歴史と伝統を誇るル・サロンと 20 世紀アバンギャルドの登竜
門として知られるサロン・ドトーヌの両サロンに連続入選出展されており、希有な
存在となっています。

このような画伯の輝かしい功績を讃え、画伯の半世紀を回顧する作品鑑賞の機会
を提供して、地域の芸術文化振興に寄与することを目的に開催します。

フランス美術評論家

ロジェ・ブイヨ氏寸評

（2016 年体調を崩し 2017 年 2 月逝去。生前最後の評論）

第 29 回パリ国際サロンミニ個展部門招待出品作品

主 ・生活の情景に魅せられて 1950 年～ 1989 年制作の作品
な
出 ・山の景観に魅せられて 1990 年～ 2004 年制作の作品
品
作 ・故郷の自然に魅せられて 2005 年～ 2018 年制作の作品
品

・延年の舞に魅せられて 2005 年～ 2018 年制作の作品


